
 

第１回 J-HOP 東北ブロック研修会 ⼭形⼤会 を開催して 

 

東北ブロック⻑  

⽶沢市⽴病院 ⾚尾眞 

東北ブロック⻘森幹事 

⼆ツ家調剤薬局 ⼤久保 幸⼦ 

 

平成 29 年 12 ⽉ 10 ⽇（⽇）⼭形県⽶沢市にて全国薬剤師・在宅療養⽀援連絡会（J-HOP）の第 1 回 J-HOP 東北ブロック研修

会を開催しました。当初は東北という広いブロックでの開催でもあり、参加者が集まるか不安もありましたが、実際は 48 名のご

参加がありました。今回はポリファーマシーをテーマに企画し、薬局薬剤師や病院薬剤師が共に学べるものをコンセプトに考えま

した。薬学⽣は３名参加がありました。薬剤師会からの案内での参加の⽅もいましたので、今後、案内の仕⽅も近隣⼤学も含めた

⽅法の検討が必要だと感じます。 

ご後援いただいた東北各県薬剤師会へは感謝いたします。今後ともご後援宜しくお願い致します。 

研修会では⼀般演題として７演題が⾃由なテーマ（多職・薬薬種連携、ポリファーマシー、地域包括ケアなど）で、⽇頃の活動

についての悩みや報告などを発表がありました。全ての演題に対して質疑応答では３〜４つの質問や意⾒が出るなど、⾮常に盛り

上がりを⾒せました。 

ランチョンセミナーでは、ここだけメーカー共催を頂きまして、⽶沢ご当地駅弁で超有名な「⽜⾁⽶沢⽜のどまんなか弁当」を

提供できました。セミナーでは⼤澤光司 J-HOP 会⻑より地域包括ケアの中での薬剤師、とりわけ J-HOP の役割について⾃⾝の活

動を踏まえての講演がありました。 

特別講演では⽇病薬学術第⼀⼩委員会にてポリファーマシー対策を研究されて、現在正に活躍されている武藤浩司先⽣をお招き

して、ポリファーマシーについての考え⽅や処⽅提案について根拠として考えるガイドラインなどについて講演いただきました。

その後、７グル―プに分かれて症例をもとに SGD を⾏いました。 

ある参加者からの感想で「薬が多くて有害事象の出るポリファーマシーは問題あるけど、ここに集まった情熱ある薬剤師のよう

に多くの薬剤師が集まるポリファーマしストはこれからも広げていきたいですね︕」と名⾔も出されました。 

当⽇は⽶澤新聞社さんの取材も受け、12 ⽉ 12 ⽇朝刊に「テーマは多剤併⽤の改善」と題され記事となり、市⺠向けにも薬剤師

の役割などをアピールすることができました。 

この後に添付しているアンケート結果を⾒ると、研修企画側としては参加者の研修会に対する満⾜度は⼤変良かったものと感じ

ます。来年度は事前登録者数の最も多かった⻘森県での開催が予定されました。アンケート結果を踏まえて、更に多くの薬剤師が

集まれる研修会を企画したいと思います。皆様⽅とお会いできることを楽しみにしております。 

尚 J-HOP にご興味をもたれた⽅は HP の⽅もご覧頂けると幸いです。新規会員の⽅もいつでも募集中です︕ 

 

 



 
 

第１回 J-HOP 東北ブロック研修会 ⼭形⼤会 アンケート 

今回の研修会は如何だったでしょうか?今後もこのような研修会を企画していきたいと考えております。 

そこでより良い研修会にするために、アンケートにご協⼒いただければ幸いです。東北ブロック幹事⼀同 

アンケート回答総数 31 件 

アンケート回答者の業務経験年数 ︓無 ・ 〜５年 ・ ５〜９年 ・ １０年〜 

 

Q1 研修会の満⾜度  

 

Q2 今回の研修で印象に残った「⾔葉・ワード」があれば書いてください。 
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Q3 研修会に参加してみて、これからの業務でポリファーマシーについて学んだことは通常業務の中で活かせると思いますか?  

 
 

Q４ 今回の研修会はどこでお知りになりましたか?(複数回答可)  

SNS（Facebook・Twitter・アメブロ・その他 ）、J-HOP の HP・メーリングリスト、知⼈からの情報、その他 

 

その他の内約︓薬剤師会からの FAX、別の研修会での告知など 

 

Q５ 研修会の感想や要改善点、研修内容のご要望などご⾃由にお書きください。 

 ⼀般演題の企画は会員などから幅広い内容や活動が知れて良かった。 

 ⼀般参加者の皆さんから数多くの質問があり、会場は熱気にあふれていたと感じます。 

 スケジュール上、時間配分が過密であったと感じます。 

 時間的余裕がほしい。 

 High level な発表並びに質問で感銘を受けました。 

 ⼀般演題で意⾒が活発に出され、楽しかったです。東北すごいです。 

 病院薬剤師と薬局薬剤師が⼀緒に SGD できて本当に楽しかったです。 

 J-HOP については好感が持てました。 

 地域包括ケアは良いと思うが、財政問題も絡んでくるので複雑な⼼境。 

 是⾮、来年も参加したい。 

 内容と時間配分が良くてタメになって良かったです。 

 空調・電気を少し⼯夫してほしいです（暑い、乾燥、スライド⾒えにくい）。 

 スクリーンが⼩さくて⾒えずらかった。 

 病院では⾒られない⽬線を学ぶことができました。 

 ⼤変勉強になりました。 

 会員発表がとても⾝近なところで参考になりました。 

 東北地区をもっと盛り上げていってほしい。 

 お弁当美味しかったです。 

 病院薬剤師からの視点での演題もあって良かった。 

 こんな発表が⾶び交う SDG は初めてでした。次回も参加したいと思います。 

アンケート結果を踏まえ、今後の研修会を企画検討したいと思います。 

ご意⾒等ございましたら、J-HOP 東北ブロック幹事メール（jhoptohoku@gmail.com）へご連絡おねがいします。 

15 11
0 1

0
10
20

活かせる 努⼒したい まだ難しい 分からない

11 13 13
4

0

20

SNS（Facebook） J-HOPのHP 知⼈から その他


